














































順であるが、ɨ は i，ë は e，そして ɴ は n の位置にそれぞれ並べ、ʔ は無視して並べた（す
なわち、ʔi は i の位置に、ʔm は m の位置にくる）。角括弧で囲んだ母音（[a]，[ɨ] など）で
終わる名詞は、その単独形では語末母音は長母音であるが、助詞が付くとその母音が短く
なる（新永・小川 2011：５参照）ことを示す。アポストロフィー（ ’ ）は音節の境界をはっ
− 122 −
きりさせるために用いたもので、音素ではない。具体的な音調を表す必要があるとき



















buɴhuui「お 盆 の お 送 り」；　buɴmukëë「お 盆 の お 迎 え」；　busja「じ ゃ ん け ん」；　
cɨburu「頭」C；　cɨburubacii「熊蜂」；　cɨbusi「膝」A；　cɨɨ「釣り針」A；　ciik’urekkwa「乳
飲み子」；　cikjara「力」A；　cikjasa「傍」；　cikura「鯔の子」；　cɨppoo「釣竿」；　cizi









haka「 墓 」B；　hakama「 袴 」B；　hakasju「 墓 地 」；　hana「 花 」B；　hana「 鼻 」A；　
hanamɨzɨ「鼻水」；　hanauu「鼻緒」；　haɴmëë「ご飯」A；　haɴmëëzjawaɴ「飯茶碗」；　
hara「竹編みの箕」C；　haramɨɨ「魚の卵」；　hasaɴ「鋏」；　hasi「箸」；　hasijee「かけっ











」；　ida「枝」A；　ʔikai「碇」A；　ʔikibuu「九 死 に 一 生 の 運」；　iɴga「男」B；　
ɨɴgawa「縁側」；　ʔɨra「クラゲ」；　ʔɨrabuci「ブダイ」B；　ʔiri「錐」B；　ʔizju「ひめつ
ばき」B；　ʔizjuɴ「泉，井戸」；　jaburɨgiɴ「襤褸服」；　jacjuuhucɨɨ「艾」；　jaduu「戸」；　




kada「匂 い」A；　kagaɴ「鏡」B；　kai「粥」A；　kaja ７「腰」A；　kajabunɨ「坐 骨」；　
kamaci「頭」B；　kamaciɴhɨgɨ「髪」；　kamagi「南京袋」；　kamɨ「亀」B；　kamɨ「甕」C；　





kasikii 「蒸 し た 米」；　kasjamuccii「月 桃 餅」；　kasjee「加 勢」；　kasuu「鰹」A；　
kasuubunɨ「 鰹 船 」；　kasuubusi「 鰹 節 」；　katɨmuɴ「 副 食 物 」；　kazɨra「 蔓 」C；　
këëna「二の腕」B；　keɴ「蹴爪」；　kɨbusi「煙」A；　k’imu「心」B；　k’imugukuru「気心」；　
O k’iɴbui 「目の細かい篩」；　k’ɨɴmuɴ「木の精」；　kjoodëë「兄弟」；　kjoodëëdurëë ~ 
kjoodëëturëë「兄 弟 喧 嘩」；　kjuragiɴ「晴 れ 着」；　k’jubii「帯」C；　kojoɴ「暦」B；　
koma「独 楽」；　koo「川」A；　koomicjaa「水 流 に 運 ば れ た 土」；　koozi「麹」A；　

































桃 の 花」A；　sanɨɴgasja「月 桃 の 葉」；　saɴsiɴ ~ saɴsiru「三 味 線」A；　see「酒」A；　
sibi「宝貝」A；　sɨda「年長者」C；　sɨgai「手長蛸」；　sɨɨ「酢」；　sijaɴ「虱」C；　siki「肩
の筋肉」；　sima「島」B；　simabanana「島のバナナ」；　simadoohu「島製の豆腐」；　
simaguci「方 言」；　simaʔuta「島 唄」；　sɨmoo「相 撲」；　sɨmootujaa「相 撲 取 り」；　
sɨna「砂」A；　sɨnahama「砂浜」；　sɨnɨ「脛」B；　sinigabuu ~ siɴgabuu「ひどく化膿し
た で き も の」；　sisi「猪」B；　sisiziruu「猪 汁」；　sitaku「支 度」B；　sɨtu「外」B；　
sjasiɴ「写真」；　sjɨwa「心配」A；　sjubui「冬瓜」B；　sjuubu「勝負」C；　sjuukɨɨ「酒の
















事」；　wakugiɴ「仕 事 着」；　wakumudui「仕 事 帰 り」；　ʔwanari「嫉 妬」A；　wataa




abusi「 畦 」C；　O adu「 踵 」B；　amasjudai「 雨 簾 ９」；　amɨ「 雨 」B；　asɨ[ɨ]「 汗 」B；　
azɨɴ「縦杵」C；　biɴdaree「盥」；　cɨbasja[a]「ツワブキ」C；　cii「乳房」B；　c’iɴciɴ「黒
鯛の稚魚」；　cjaa「茶」B；　darɨjaɴmëë「晩酌」；　duukunee「大根」；　duzikjara「体力」；　




hɨɴzjaasiruu「山 羊 汁」；　hizjai「左」C；　hjuusu「ヒ ヨ ド リ」；　hoocjaa「包 丁」；　
hugui「陰 嚢」A；　huguru「垢」A；　ii「藺」B；　ɨɨ「柄」A；　iigajaa「藺 と 茅」；　ʔɨmɨɨ




































juku「 欲 」B；　jukuzjaa「 欲 張 り 」；　juu「 櫂 」B；　kamɨ「 瓶 」C；　O kamɨɨzja ~ 
kamɨɨzja[a]「蜻 蛉」；　kasja「大 葉; 月 桃 の 木」C；　kataa「日 陰」；　kazii「嘘」；　






mɨkaa「盲」；　miki「神酒」A；　O mɨmaa「雌馬」；　O mɨmuɴ「雌」；　O mɨtui「雌鶏」；　










tɨda「太 陽」C；　O tɨzja「手 首 が 痛 く な る こ と」；　tuu「蛸」B；　ʔubuu「川 は ぜ」；　








A B C 未定 A B C 未定 A B C 未定
2µ 49 31 10 32 １ 18  ５ ４  ９ 34 22
3µ 23 21 17 30 ２ 16  ９  ７  ５ 14  ５
4µ+  ５  ４  ３ 20  ３  ３  ２  ８  ３













































jakjui「 焼 く 」A；　ʔjui「 言 う 」A；　jujui「 篩 に か け る 」A；　jusɨjui「 教 え る 」；　
kacɨmɨjui「強 引 に 取 る」A；　kakjui「掻 く」B・C；　kakkɨjui「負 ぶ う」；　kakkoosjui 
「隠す」；　kakkurɨjui「隠れる」；　kasagjui「（葉を） 剥がす」A；　kasɨgɨjui「運ぶ」；　
katagɨjui「肩 に 担 ぐ」；　katamɨjui「肩 に 担 ぐ」B・C；　katɨjui「お か ず に す る」B・C；　















める」A；　ʔutusjui「落とす」B・C；　wakjui「沸く」A；　warajui ~ waroojui「笑 う」A；　
ui「居る」A；
Ⅱ型音調
abɨjui「叫ぶ，呼ぶ」B・C；　ai 17「ある」B・C；　aikjui「歩く」B・C；　O azɨjui 「交叉する，縺









muijasjui「生 や す」；　muijui「萌 え る」B・C；　muɴkajui「い じ る」；　muɴtabujui ~ 
muɴtabjui 19「弄ぶ」；　nagɨjui「投げる」B・C；　nɨgurɨjui「濁る」；　nubɨjui「（熱い風呂
に水を） うめる」；　sagajui「下がる」B・C；　sɨjui「擂る」B・C；　sjɨmɨjui「閉める」B・C；　
















































bakkurasjui「 起 こ し そ こ な う 」；　jabɨi
」





























じ り す ぎ る」；　muɴ
」
tabisɨgijui「弄 び す ぎ る」；　nɨgurɨ
」




















































































３　年代で音調の違いはほとんど認められなかったが、若い世代の話者は ëë を ee として
発音・認識する場合がある。例えば、本稿の資料では「酒」が see になっているのに対





































12　中本（1976：22）は waamui を挙げ、「mui は mïː ［本稿の mɨɨ の表記に対応 ― 筆者注］ 
から変化したものであろう」としているが、mui はむしろ「萌え」に対応すると考えた
方がいいと思われる。本方言では「萌える」は muijui という。







  O garasu
」



























19　1950年代生まれの話者はこのⅡ型の muɴtab（u）jui のほかに、Ⅰ型の mutabjui も使う
が、1930年代の話者は前者を認めない。-ɴ- の挿入で音調が変わるのは意外だが、
muɴtab（u）jui がⅠ型音調の mutabjui とⅡ型音調の muɴkajui 「いじる」との混交に
よってできた単語であるとすれば、音調の変化は説明される。
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